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ゆ

う
　

お

う
　

ま

い
　

し

ん

①ラッパ隊による演奏

②五戸高校少年消防
クラブが分列行進に
初参加�

③消防ポンプ車３０台
による分列行進�

④消防団員が機敏な
動作で行ったポンプ
操法�

⑤玉落し大会（ドラム
缶付）。選抜は１５
メートル先のドラム
缶に充水し、缶内の
ボールを落とした
後に柱の玉落しを
行う。

⑥会場では家族や観衆
が大勢駆け付けて
応援した。

④

⑥ ⑤

①②

③

　
青
森
県
消
防
協
会
三
八
支
部
五

戸
地
区
（
川
h
七
保
地
区
長
）
の

消
防
団
連
合
観
閲
式
が
４
月
25
日

に
行
わ
れ
、
五
戸
町
と
新
郷
村
か

ら
参
加
し
た
約
７
４
０
人
の
団
員

が
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披

露
し
ま
し
た
。

　
団
員
ら
は
午
前
８
時
に
町
中
心

街
に
整
列
。
三
浦
正
名
町
長
か
ら

服
装
や
規
律
な
ど
の
観
閲
を
受
け

た
後
、
堂
々
の
分
列
行
進
を
行
い

ま
し
た
。
引
き
続
き
五
戸
小
学
校

で
行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
永
年
勤

続
者
や
功
労
者
な
ど
に
表
彰
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、式
典

終
了
後
に
は
、
ポ
ン
プ
操
法
や
小

隊
訓
練
が
行
わ
れ
、
士
気
あ
ふ
れ

る
団
員
た
ち
が
日
ご
ろ
磨
い
た
消

防
技
術
と
一
糸
乱
れ
ぬ
団
結
心
を

披
露
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
五
戸
小
学
校
北
側
の

用
水
路
沿
い
に
会
場
を
移
し
て
呼

び
物
の
「
玉
落
し
大
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
高
さ
９
メ

ー
ト
ル
の
柱
の
先
に
結
び
付
け
ら

れ
た
玉
を
め
が
け
て
下
か
ら
放
水

す
る
団
員
ら
に
、
大
勢
の
観
客
か

ら
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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竹内教育委員長から受賞者に表彰状とメダルが贈られた

教
育
の
基
本
方
針
を
確
認

五
戸
町
教
育
大
会

五
戸
町
教
育
大
会

e

感　謝　状

文　化　賞

文化奨励賞

スポーツ奨励賞

　
第
47
回
五
戸
町
教
育
大
会
が
４

月
22
日
、
町
立
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
教
育
関
係
者
ら
が
今

年
度
の
教
育
施
策
を
確
認
し
た
ほ

か
、
各
種
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
大
会
で
は
ま
ず
、
町
教
育
委
員

会
の
竹
内
良
雄
委
員
長
が
主
催
者

を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
。
続
い
て

a
橋
正
之
教
育
長
が
「
人
間
尊
重

の
精
神
を
基
調
と
し
て
、
明
る
く

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
、
新
し
い
時
代

を
主
体
的
に
切
り
拓
く

人
づ
く
り
を
目
指
し
た

教
育
の
推
進
に
努
め
る
」

と
し
た
五
戸
町
教
育
の

基
本
方
針
と
、
学
校
教

育
・
社
会
教
育
そ
れ
ぞ

れ
の
主
要
施
策
を
説
明

し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
平
成
21
年

度
に
町
の
教
育
振
興
に

貢
献
し
た
団
体
・
個
人

へ
の
感
謝
状
の
贈
呈
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
各

分
野
で
多
年
に
わ
た
り

功
労
の
あ
っ
た
団
体
や
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
個
人
へ
の
表
彰
状
・

メ
ダ
ル
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
会
終
了
後
に
は
、
八

戸
市
教
育
委
員
会
元
教
育
長
の
森

林
康
氏
が
「
心
の
琴
線
に
触
れ
た

言
葉
　
〜
子
ど
も
は
教
師
の
言
動

で
変
わ
る
〜
」
と
題
し
て
記
念
講

演
を
行
い
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

田 中 舘 　 公 　 男 五戸町人材育成基金 金員を寄付

東北三吉工業株式会社
代表取締役　田沢 英治 五戸町人材育成基金 金員を寄付

【三本木農業高等学校】
今川　善紀、三浦　芳広、山田　恵美

第60回日本学校農業クラブ
東北連盟大会　優秀賞

【百石高等学校】
柿本めぐみ、大久保沙織

【八戸高等学校】
福田　統子、木村　汐里、三浦未咲
山田　　栞、中川原慧美

第57回東北ブロック高等学校
家庭クラブ連盟研究発表大会　優秀賞

全日本吹奏楽コンクール第52回
東北大会高等学校の部　銀賞

【又重小学校】　山　純佳 平成21年度ＮＨＫ全国俳句大会ジュニ
アの部　秀作

【三本木高等学校】佐々木里菜 第62回青森県高等学校総合体育大会
女子サッカー　優勝

【八戸西高等学校】
漆戸まどか、山田ひかり

第62回青森県高等学校総合体育大会
テニス女子団体　優勝

【八戸西高等学校】
佐々木悠悟、類家　秀嗣

平成21年度全国高等学校選抜バスケッ
トボール大会青森県予選　優勝

【十和田工業高等学校】
工藤　  将

平成21年度第62回青森県高等学校総合
体育大会弓道競技男子個人　優勝

【八戸工業高等学校】
三浦　拓真

平成21年度秋季県下高等学校弓道大会
優勝・技能優秀選手賞

【柴田女子高等学校】
川　　望美

第62回青森県高等学校総合体育大会
バスケットボール競技　優勝

【青森山田高等学校】舛沢　　樹 第64回国民体育大会サッカー競技　ベスト８
【五戸町グラウンド・ゴルフ協会】
西野　はや

第21回東北ブロックグラウンド・ゴルフ交歓
大会個人総合優勝

【川内中学校】
坂下　　愛、佐々木　彩、佐々木瀬奈
佐々木優羽、松坂百合香

平成21年度青森県中学校春季バスケッ
トボール大会　優勝

【五戸小学校】
遠藤　実紅、輕米　彩花、工藤　千尋
平　　茉季、三浦　佳苗

第25回全国小学校陸上競技交流大会
出場

【石沢小学校】
赤坂　萌子

第28回青森県小学校陸上競技記録会
４年女子１００ｍ　第１位

【切谷内小学校】
田中　翔大

第28回青森県小学校陸上競技記録会
男子走幅跳　第１位

【五戸サッカー協会】
豊川　孝典、前田　　巧、川村　鐘紀、菊地　弘一
高橋　勇星、江渡　貴之、三浦　充良、三浦　　豊
熊谷　崇伸、類家　貴晃、中野　拓也、山本　琢也
澤口　幸治、赤坂　直治、北上　翔平、平野　秀和
鈴木　淳一、中川原正二、工藤　英章、川村　隼太

第16回全国クラブチーム
サッカー選手権大会青森
県大会　優勝

【弘前学院聖愛高等学校】
時田　星奈

平成21年度全国高等学校選抜バスケッ
トボール大会青森県予選　優勝

【柳井学園高等学校】
太田　  忍

平成21年度全国高等学校総合体育大会レスリング
50㎏級　第２位、第64回国民体育大会レスリング
競技少年男子フリースタイル50㎏級　第２位

【柳井学園高等学校】
太田　理穂

JOCジュニアオリンピックカップ2009年度全日本ジュ
ニアレスリング選手権大会女子カデットの部49㎏級
優勝、アジアカデット女子選手権大会　準優勝

【南小学校】　佐々木彩夏 第38回マーチングバンド・バトントワー
リング東北大会　優秀賞

【豊間内小学校】小泉　真心 平成21年度青森県やさい作品コンクー
ル図画の部　最優秀賞

【切谷内小学校】川　　正樹 平成21年度「川をきれいにするポスター」
特選

【倉石中学校】　上山　　歩 第59回「社会を明るくする運動」作文
コンテスト　青森県推進委員会委員長賞

【五戸中学校】
外崎　星沙、中野　惠美、三浦　結花
三浦　有紗、竹原　遥香、　山　道流
平　　七星、尾形　　潤、緒方　幸恵
小泉友貴紀、舘　あかり

全日本吹奏楽コンクール第51回青森県
大会中学校小編成の部　金賞

【五戸小学校】
高橋　愛佳、大久保萌絵、吉田　龍次
村越　摩穂、橋本憲次朗、長根　　翔
小田　愛華、佐藤　花音、佐藤　寿保
田中　駿哉、三浦　暖稀、村上　長子
平　　千夏

第９回マーチング＆バトンステージ
全国大会　マーチング部門　優秀賞・
講評者特別賞

【五戸野球協会】村越　郁哉
五戸野球協会審判部発足以来、後輩審判員たちの
育成指導に努め、また、長年五戸野球協会事務局
長、副会長、会長として野球競技の普及と技術の向
上に取り組み、当町のスポーツ振興に貢献している。

スポーツ功労賞

スポーツ賞
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芝
生
の
広
が
る
校
庭
、
夏
に
な
る
と

蛍
が
群
舞
す
る
ビ
オ
ト
ー
プ
、
鬼
竜

川
・
青
ノ
里
を
輩
出
し
、
地
域
ぐ
る
み

で
取
り
組
ん
で
い
る
相
撲
、
そ
し
て
手

作
り
で
の
田
圃
リ
ン
ク
と
特
色
の
多
い

又
重
小
学
校
を
三
月
三
十
一
日
に
去
っ

て
三
週
間
ほ
ど
た
ち
ま
し
た
。
又
重
小

学
校
在
職
中
は
、
公
私
に
わ
た
り
ご
指

導
と
ご
厚
情
を
賜
り
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
熱
意
あ
る
教
職
員
と
素
直
で
明
る
い

子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
、
ま
た
、
地
域

の
方
々
、
保
護
者
の
皆
様
方
の
心
温
ま

る
ご
指
導
、
ご
支
援
を
支
え
に
何
と
か

教
職
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
第
二
の
人
生
を
元
気
い

っ
ぱ
い
歩
み
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
五
戸
町
の
今
後
の
ま
す
ま
す
の
発
展
、

そ
し
て
、
又
重
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

の
活
躍
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　
プ
ラ
ハ
日
本
人
学
校
か
ら
五
戸
町
立

切
谷
内
小
学
校
へ
異
動
し
て
三
年
が
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
「
少
年
老
い
易

く
学
成
り
難
し
、
一
寸
の
光
陰
軽
ん
じ

べ
か
ら
じ
」
の
フ
レ
ー
ズ
が
な
に
か
身

に
し
み
る
心
境
で
す
。
そ
れ
程
、
こ
の

五
戸
町
の
地
が
な
に
か
欧
州
の
に
お
い

が
漂
い
チ
ェ
コ
共
和
国
へ
の
ノ
ス
タ
ル

ジ
ア
に
つ
な
が
っ
て
き
ま
す
。
ま
る
で
、

そ
ん
な
心
境
で
の
三
年
間
だ
っ
た
の
で

「
一
寸
の
光
陰
」
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
勿
論
、
五
戸
町
は
国
際
交
流

も
大
変
積
極
的
で
す
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
教
員

等
の
外
国
人
に
対
し
て
も
強
い
ホ
ス
ピ

タ
リ
テ
ィ
で
対
応
し
て
い
る
町
だ
と
感

じ
ら
れ
ま
す
。
他
に
も
、
民
間
人
の
方

た
ち
で
さ
え
も
、
海
外
と
の
つ
な
が
り

の
あ
る
事
を
聞
く
に
つ
け
て
も
、
感
動

を
覚
え
る
次
第
で
す
。
今
後
も
国
際
感

性
を
失
わ
な
い
よ
う
に
自
己
研
さ
ん
に

励
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
切
谷
内
小
学
校
の
錚
々
た
る
歴
代
校

長
の
中
に
、
私
の
小
学
校
時
代
の
校
長

先
生
で
あ
ら
れ
た
小
井
田
幸
哉
先
生
の

写
真
を
拝
観
し
、
創
立
百
三
十
五
年
の

歴
史
と
伝
統
を
想
い
、
校
長
と
し
て
の

重
責
を
深
く
感
じ
ま
し
た
。

　
お
世
話
に
な
っ
て
一
か
月
が
経
ち
ま

し
た
が
、
元
気
で
素
直
な
子
ど
も
た
ち
、

芝
生
の
校
庭
は
も
ち
ろ
ん
地
域
の
豊
か

な
環
境
、
そ
し
て
な
ん
と
言
っ
て
も
協

力
的
な
保
護
者
の
皆
様
で
い
っ
ぱ
い
の

切
谷
内
小
学
校
に
赴
任
で
き
、
大
変
光

栄
で
あ
る
と
同
時
に
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
を
強
く
し
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
、
多

岐
に
わ
た
り
お
世
話
に
な
り
ま
す
地
域

の
た
め
に
、
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、

日
々
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆

様
の
御
支
援
・
御
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
十
三
年
度
か
ら
十
五
年
ま
で
、

切
谷
内
小
学
校
で
教
頭
と
し
て
勤
務
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
五
戸
町
に
七
年
ぶ
り

に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
又
重
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
微

力
な
が
ら
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
て
、
又
重
小
に
赴
任
し
て
一
か
月

が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
モ
ダ
ン
な

校
舎
、
広
々
と
し
た
芝
生
の
校
庭
、
ビ

オ
ト
ー
プ
な
ど
環
境
に
恵
ま
れ
た
学

校
、
参
観
日
な
ど
に
は
、
ほ
ぼ
百
パ
ー

セ
ン
ト
の
出
席
率
を
誇
る
協
力
的
な
保

護
者
や
地
域
の
皆
様
、
そ
し
て
、
何
よ

り
も
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
挨
拶
や
歌

声
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
「
又
重
を
誇
り
に
思
う
子
」
を
目
指

し
、
地
域
や
学
校
の
良
さ
を
実
感
・
発

信
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。
皆

様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

橘  

　  

由  

春  

先
生

切
谷
内
小
　
退
職

金  

田  

雅  

輝  

先
生

又
重
小
　
退
職

慶  

長  

隆  

光  

先
生

福
田
小（
南
部
町
）か
ら
切
谷
内
小
へ

金  

谷  

　  

誠  

先
生

福
浦
小（
佐
井
村
）か
ら
又
重
小
へ

た
ん
ぼ

そ
う
そ
う

勇退の校長先生

転入の校長先生



t

非自発的失業者に対する国民健康保険税の軽減制度について
　非自発的失業（離職）により国民健康保険へ加入する方の国民健康保険税について、失業（離職）から
一定の期間、前年の給与所得を３０／１００として算定し賦課することにより、国民健康保険税を軽減します。 
　ただし、世帯に属するその他の被保険者の所得は通常の額を用います。また、給与所得以外は１００／１００
として算定します。  

　非自発的失業（離職）者とは、雇用保険の特定受給資格者および特定理由離職者を対象とします。
　■ 確認方法

「雇用保険受給資格者証」（本人所持）による確認とし、「離職年月日　 理由」欄の「理由コード
（２けたの数字）」が下記のコードであれば、対象となります。
ただし、国民健康保険加入者であること、離職時点の年齢が65歳未満であること、離職日が平成21年
３月31日以降であることなどの条件があります。 

（※１）特定受給資格者とは、倒産解雇等の事業主都合により離職した者
（※２）特定理由離職者とは、雇用期間満了などにより離職した者
（※３）特例受給資格者証、高年齢受給資格者証をお持ちの方は対象となりませんのでご注意ください。 

離職理由についての詳細は、お近くのハローワーク（公共職業安定所）にお尋ねください。  

注１：平成21年３月31日から平成22年３月30日までに失業（離職）された方で、上記の対象者に該当
する方は、お早めに、「雇用保険受給資格者証」と「印かん（スタンプ式不可）」と「保険証」
を持参の上、申請してください。 平成22年度分の国民健康保険税が軽減の対象となります。

注２：手続きが遅れると、税の軽減を受けることができなくなる場合があります。
注３：必要書類の提出により、適用されるものであり、自動的に適用されるものではありません。 

■ 対象者について

　平成22年４月１日以降について適用され、離職日の翌日の属する月から離職日の属する年度の翌年度末
までとします。 

　役場住民課で随時、申請を受付します。
　支所で申請はできませんのでご注意ください。 

■ 軽減期間について

■ 申請受付場所について

対象となる理由コード・離職理由の例（※３）離職者区分

例１
離職日

Ｈ21．10．５

Ｈ22．６．20
Ｈ22．３．31

軽減期間
Ｈ22．４ ～ Ｈ23．３

Ｈ22．６ ～ Ｈ24．３
Ｈ22．４ ～ Ｈ24．３例２

例３

特定受給資格者
（※１） 

 特定理由離職者
（※２） 

「１１」解雇
「１2」天災などに起因する事業継続継続不能となったことによる解雇
「２１」雇止め（雇用期間３年以上、雇止め通知あり）
「２２」雇止め（雇用期間３年未満、契約更新明示あり）
「３１」事業主の働きかけによる正当理由のある自己都合退職
「３２」事業所移転に伴う正当理由のある自己都合退職

「２３」期間満了（雇用期間３年未満、契約更新明示なし）
「３３」正当理由のある自己都合退職
「３４」正当理由のある自己都合退職（被保険者期間12か月未満） 

◆ 問い合わせ先　　　五戸町役場　ＴＥＬ ６２－２１１１
申請に関すること　・・・住民課　 内線115～117
税額に関すること　・・・税務課 　内線125 
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問い合わせ先　五戸町地域包括支援センター（役場介護保険課内）‡６２－２１１１　内線１４６

地域ハツラツ地域ハツラツ地域ハツラツ 29 家族介護慰労事業・介護用品の給付について家族介護慰労事業・介護用品の給付について家族介護慰労事業・介護用品の給付について

道路脇のごみを拾い集める北向自治会の皆さん

迷路で楽しく遊ぶ小学生

家族介護慰労事業

介護用品の給付

※６月１日から随時受付しますので、該当すると思われる方は申請してください。(申請書などは役場介護保険課にあります)

　
町
図
書
館
で
は
、
「
こ
ど
も
の

読
書
週
間
」
に
合
わ
せ
て
５
月
８

日
、
巨
大
な
段
ボ
ー
ル
迷
路
を
設

置
し
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
あ
そ
び
の
広
場
」
と

の
共
催
で
行
っ
た
も
の
で
、
当
日

は
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
小
学

生
な
ど
が
多
数
集
合
。
迷
路
を
探

検
し
、
友
達
同
士
、
中
で
追
い
か

け
っ
こ
を
す
る
な
ど
し
て
楽
し
み

ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
段
ボ
ー
ル

を
使
っ
た
工
作
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
「
お
は
な
し
会
」
も
実
施
。

　
「
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
コ
ー
ナ
ー
」

や
「
絵
本
作
家
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど

の
展
示
で
は
た
く
さ
ん
の
親
子
連

れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
今
年
で
16
回
目
と
な
る
ご
み
０

運
動
が
４
月
17
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は
早
朝
か
ら
各
自
治
会
の

住
民
が
多
数
繰
り
出
し
、
道
路
に

落
ち
て
い
る
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
の
ご
み

を
拾
い
ま
し
た
。

　
今
回
集
め
ら
れ
た
ご
み
は
可

燃
ご
み
２
・
９
ト
ン
、
不
燃
ご
み

２
・
５
ト
ン
で
、
総
合
計
は
５
・
４

ト
ン
。
毎
年
継
続
し
て
清
掃
し
て

い
る
効
果
で
ご
み
が
減
少
し
て
き

て
お
り
、
ピ
ー
ク
時
の
19
ト
ン
と

比
較
す
る
と
今
回
は
約
30
パ
ー
セ

ン
ト
に
減
少
し
ま
し
た
。

　在宅で介護している家族の経済的負担を軽減するために、紙おむつ・尿とりパットなどの
購入用の引換券を、年額７５，０００円を限度に発行します。（７月～翌年６月までの１年間）

対　　象
　町内に住所を有し居住している方で、介護保険で要介護度が４または５に該当し、町民
税非課税世帯で、介護用品を必要とする高齢者などを現に介護している方

手続きに必要なもの

・申請書　・印鑑　・介護保険被保険者証　・世帯全員の課税状況が確認できる証明書

　介護保険のサービスを利用せずに、在宅で介護している家族
などにその慰労として金品を贈呈します。（年額１０万円）

対　　象

　町内に住所を有し居住している方で、介護保険で要介護度が
４または５に相当する高齢者などを過去１年間介護保険サー
ビス（１週間程度のショートステイを除く）を利用せずに
在宅で介護してきた家族であって、町民税非課税世帯

手続きに必要なもの
・申請書　・印鑑　・介護者名義の通帳　・世帯全員の課税状況が確認できる証明書

な
し

巨
大
な
段
ボ
ー
ル
迷
路
で

大
に
ぎ
わ
い

巨
大
な
段
ボ
ー
ル
迷
路
で

大
に
ぎ
わ
い

巨
大
な
段
ボ
ー
ル
迷
路
で

大
に
ぎ
わ
い

ご
み
０
運
動

な
し

町
内
一
斉

ご
み
拾
い
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●
皆
さ
ん
の
作
品
を｢

文
芸
ご
の
へ｣

に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
川
柳
〉

空
見
上
げ
出
来
秋
願
い
汗
を
拭
く

今
は
無
い
職
場
も
夢
で
は
友
も
居
る

い
っ
せ
い
に
青
空
乾
杯
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

頼
ま
ぬ
が
勝
手
に
老
い
は
前
進
す

〈
短
歌
〉

あ
ゝ
し
た
い
こ
う
も
し
た
い
と
先
見
れ
ず

八
十
五
年
の
道
に
迷
い
を

戸
来
岳
を
見
な
が
ら
土
手
を
歩
き
つ
つ

ね
こ
や
な
ぎ
五
戸
川
に
映
え

連
休
に
合
わ
せ
た
よ
う
に
桜
咲
き

我
が
家
の
庭
も
色
と
り
ど
り
に

嬰
子
の
泣
き
ご
え
う
れ
し
さ
わ
や
か
な

空
気
み
な
ぎ
り
ほ
ほ
笑
み
か
わ
す

夕
暮
や
小
鳥
舞
い
こ
み
吾
が
に
わ
に

枝
か
ら
枝
へ
寝
ぐ
ら
も
と
め
し

歩
き
つ
つ
居
眠
り
し
そ
う
山
鳩
が

桃
の
つ
ぼ
み
に
け
だ
る
く
鳴
け
ば

　

赤
坂
　
雅
則
　（
中
　
市
）　

善
　
太
　
郎
　（
五
戸
町
）　

沢
田
　
良
子
　（
上
市
川
）　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍜
冶
屋
窪
）　

根
市
　
ミ
ヤ
　（
　
　
　
）　

佐
々
木
は
る
の
　（
　
　
　
）　

若
松
　
忠
雄
　（
　
　
　
）　

み
ど
り
こ

氏　　名
新井田修久
岡本　一雄
田口　　順
濱舘　貴徳
大根田　昭
三浦　昌人
東山　明弘
応 援 医 師
蝦名　宣男
田邊　　淳
応 援 医 師
井戸川敏彦
応 援 医 師
笹野　拓也
応 援 医 師
三上　靖隆
応 援 医 師
応 援 医 師
深瀬　栄一
応 援 医 師
袴田真理子
応 援 医 師
応 援 医 師

診療科

【糖尿病外来】

内 　 　 科

【循環器内科】

【消化器内科】
外 　 　 科

産 婦 人 科

小 児 科

整 形 外 科

脳神経外科
眼 　 　 科
耳鼻咽喉科

皮 膚 科

職名・派遣先
副 院 長
副 院 長
科 　 長
医 　 長
仙 台 市
東北大学
三戸病院
弘前大学
院 　 長
医療局長
東北大学
副 院 長
八戸市民病院
科 　 長
弘前大学
科 　 長
弘前大学
労災病院
科 　 長
岩手医科大学
八 戸 市
弘前大学
東北大学

月曜日
○交替で
○
○交替で
９：００～消化器検査

○

○

○

○

○

○１０：３０～

火曜日
９：００～消化器検査

倉石診療所
○
○
○６／１、６／１５

○

○

○

○

○

○

○

○
○
９：００～消化器検査

○

○

○

○

○

○

○
○
○
○

○消化器検査

○

○

○

○

○

○

○９：3０～

○
○
○
９：００～消化器検査

○

○

○
○６／４、６／１１
○
○第２・４
○
○第２・４

○

○交替で
○交替で
○交替で
○交替で

○
○
○６／５
○

○第１・３・５
○
○毎週予約制

○第１・３・５

水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

五戸総合病院理念
■地域住民を気づかい思いやる心

■本人の意思を尊重した患者さん本位の医療

■医学の進歩をふまえた正しい医療
五戸総合病院医師一覧表（外来診療）

平成２２年６月１日現在

外来診療（初診・再診）受付時間：午前７時３０分～午前１１時３０分　※ただし急患はこの限りではありません。
第２・４土曜日は休診です。�

上
市
川

中
　
区

中
　
道

十
文
字

古
街
道

長
　
根



泉田平の五本松

和田寛前に整列して町中をねり歩いた宣傳マン（９０年前）

五戸産場組合庁舎

五戸白山平競馬場

i

№184

「
ふ
る
さ
と
の
歴
史
あ
る
四
十
八
景
⑤

　
産
場
組
合
、
白
山
平
の
競
馬
場
な
ど
」

■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

・
五
戸
町
ダ
ン
ス
愛
好
会
（
小

笠
原
一
光
会
長
）
か
ら
「
第

24
回
五
戸
春
ま
つ
り
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」

の
益
金
２
万
円

①
五
戸
産
場
組
合
庁
舎

　
大
正
初
期
、
五
戸
産
馬
組
合
庁

舎
が
完
成
。
大
正
４
年
８
月
５
日

か
ら
４
日
間
、
第
15
回
県
産
馬
共

進
会
が
開
か
れ
た
ほ
か
、
同
年
12

月
15
日
、
町
制
施
行
の
開
町
祝
賀

会
が
構
内
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
建
物
を
中
心
に
種
々
の
行

事
が
催
さ
れ
た
が
、
昭
和
46
年
８

月
６
日
の
火
災
に
よ
り
建
物
や
書

類
が
焼
け
、
完
成
日
程
は
不
明
。

②
泉
田
平
の
五
本
松

　
白
山
平
か
ら
六
戸
道
を
３
百
米

北
へ
歩
く
と
、
道
路
脇
に
五
本
松

が
昭
和
34
年
春
ま
で
生
え
て
い
た

と
い
う
。
こ
の
松
は
約
４
百
年
前

五
戸
代
官
所
が
農
民
に
植
林
さ
せ

た
も
の
で
、
付
近
は
泉
田
平
と
呼

び
、
五
戸
の
農
民
が
放
牧
場
に
利

用
し
て
い
た
が
、
明
治
の
廃
藩
置

県
か
ら
四
和
村
に
属
し
、
大
部
分

が
開
墾
で
切
ら
れ
た
。

　
五
本
松
だ
け
種
子
用
に
と
残
し

た
が
、
一
本
に
雷
が
落
ち
て
切
ら

れ
名
物
が
姿
を
消
し
た
。

③
白
山
平
の
競
馬
場

　
六
戸
街
道
（
鹿
内
後
）
に
白
山

平
競
馬
場
が
あ
っ
た
。
五
戸
産
婆

組
合
の
新
庁
舎
が
完
成
し
た
の
を

記
念
し
て
競
馬
と
自
転
車
競
走
を

開
い
た
。（
大
正
４
・
７
・
25
）

　
初
日
は
中
途
で
雨
降
り
と
な
り

競
馬
２
回
、
自
転
車
は
１
回
で
中

止
。
２
日
目
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

２
種
目
と
も
５
回
ず
つ
実
施
さ
れ

大
賑
わ
い
だ
っ
た
。

　
白
山
平
は
今
か
ら
１
５
７
年
前

の
「
嘉
永
６
年
（
１
８
５
３
年
）

７
月
11
日
、
百
姓
一
揆
の
集
合
場

所
」
と
な
っ
た
広
場
で
あ
る
―
と

又
重
村
舘
町
の
庄
屋
小
笠
原
久
之

助
の
「
萬
學
和
帳
」
＝
よ

ろ
ず
お
ぼ
え
ひ
か
え
ち
ょ

う
＝
と
、
盛
岡
藩
日
記
に

も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

④
和
田
寛
の
宣
傳
マ
ン

　
和
田
寛
食
料
の
宣
傳

マ
ン
。
平
屋
の
細
長
い

店
舗
で
、
ま
だ
電
気
が

な
く
、
夜
は
カ
ー
バ
イ

ト
や
ロ
ー
ソ
ク
で
光
を

求
め
て
い
た
。

　
看
板
に
も
あ
る
と
お

り
、
衣
料
を
は
じ
め
味

噌
、
醤
油
、
米
、
肥
料

な
ど
を
販
売
、
町
民
は

一
か
所
で
買
い
物
が
で

き
る
と
市
日
は
大
賑
わ

い
だ
っ
た
。

五
戸
町
文
化
財
保
護
審
議
会
議
長

三
　
浦
　
榮
　
一

せ
ん
で
ん

メ
ー
ト
ル



o

雇
用
・
資
格

国
家
公
務
員
Ⅲ
種
募
集

相
談

母
子
家
庭
等
就
業
支
援
講
習
会

警

察

官

募

集

ご
相
談
く
だ
さ
い
！

障
が
い
者
相
談
員

２
級
ボ
イ
ラ
ー
技
師

（
高
校
生
）出
張
特
別
試
験

　19年４か月の長きにわたり人権擁護委員を務めてきた

久保正さんがこのたび退任し、４月１日付で長野修さんが

新たに委嘱されました。法務大臣が委嘱する同委員は、戸籍・

登記・金銭問題など人権についての身近な相談相手です。

口頭・電話・手紙などによりお気軽にご相談ください。

新・人権擁護委員

長野　修 さん
大字倉石中市字八盃久保４－２

退任に当たり法務大臣感謝状の贈呈
を受ける久保正さん（右から２番目）

◆人権に関する相談窓口
相談無料･秘密厳守

青森地方法務局八戸支局

子どもの人権１１０番

女性の人権ホットライン

沼　畑　　　清

石　渡　幹　郎

川　h　光　雄

原　　　　　博

a　谷　冨士男

川　村　テ　ル

長　野　　　修

24－3346

0570－070－110

0570－070－180

62－3249

67－2906

68－3184

68－2084

77－3094

62－2805

77－2101

五
戸
町
人
権
擁
護
委
員

情報ステーション

●
受
験
資
格

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

●
受
付
期
間

　
平
成
22
年
６
月
22
日（
火
）か
ら

　
　
　
　
　
６
月
29
日（
火
）ま
で

●
第
１
次
試
験
日

　
平
成
22
年
９
月
５
日（
日
）

□問
人
事
院
東
北
事
務
局

　
℡
０
２
２
│
２
２
１
│
２
０
２
２

●
受
付
期
間
　
６
月
１
日（
火
）か
ら

　
　
　
　
　
　
６
月
11
日（
金
）ま
で

●
試
験
日
　
７
月
27
日（
火
）

●
試
験
会
場
　
青
森
市

□問
東
北
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

　
℡
０
２
２
３
│

23
│

３
１
８
１

　
　http://w

w
w

.exam
.or.jp

●
職
種
　
警
察
官
Ａ（
大
卒
）

●
受
験
資
格

昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
大
学
を
卒
業
し

た
（
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

に
卒
業
見
込
み
含
む
）
方

●
受
付
期
間

　
平
成
22
年
５
月
31
日（
月
）か
ら

　
　
　
　
　
６
月
25
日（
金
）ま
で

●
第
１
次
試
験
日

　
平
成
22
年
７
月
11
日（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
五
戸
警
察
署
℡
62 

│ 

３
２
４
１

●
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級
課

程
講
習
会

○
日
程

　
平
成
22
年
７
月
か
ら
９
月
ま
で

　（
23
回
程
度
、
１
３
４
時
間
）

○
場
所  

八
戸
市
総
合
福
祉
会
館
ほ
か

●
パ
ソ
コ
ン
講
習
会

○
日
程

平
成
22
年
７
月
中
旬
か
ら
10
月

ま
で
の
主
に
月
・
水
・
金
曜
日

（
36
回
）

　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

○
場
所

・
ア
レ
ッ
ク
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
学
院 

　（
八
戸
市
）

・
ソ
フ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
十
和
田
校 

　（
十
和
田
市
）

●
調
理
師
試
験
準
備
講
習
会

○
日
程

　
平
成
22
年
７
月
６
日（
火
）・
７
日（
水
）

○
場
所  

八
戸
市（
八
食
セ
ン
タ
ー
）

●
対
象
　
母
子
家
庭
の
母
等

　
　
　
　（
お
お
む
ね
60
歳
ま
で
）

●
募
集
期
間

　
平
成
22
年
６
月
２
日（
水
）か
ら

　
　
　
　
　
６
月
16
日（
水
）ま
で

※
申
込
書
は
役
場
福
祉
保
健
課
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。

□問
青
森
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　
℡
０
１
７
│
７
３
５
│
４
１
５
２

　
県
で
は
、
五
戸
町
在
住
の
次
の

方
々
に
障
が
い
者
相
談
員
業
務
を

委
託
し
て
い
ま
す
。
障
が
い
や
福

祉
制
度
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
身
体
障
が
い
者
相
談
員

　（
任
期 
― 
平
成
23
年
３
月
ま
で
）

　
平
内
　
定
雄
℡
62 

│ 

５
６
３
６

　
川
村
　
利
廣
℡
62 
│ 

５
０
４
１

　
手
倉
森
　
齊
℡
77 
│ 
２
４
７
０

●
知
的
障
が
い
者
相
談
員

　（
任
期 

― 

平
成
24
年
３
月
ま
で
）

　
大
西
　
一
男
℡
62 

│ 

３
０
７
０

　
細
田
　
　
豊
℡
77 

│ 

２
９
８
９

□問
役
場
福
祉
保
健
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
１
３
８

人権擁護委員が変更になりました

URL

ひ
ら
な
い
　
　
さ
だ 
お

か
わ
む
ら
　
　
と
し
ひ
ろ

て 

く
ら
も
り
　   

ひ
と
し

お
お
に
し
　
　
か
ず 

お

ほ
そ 

だ
　
　
　  

　
ゆ
た
か



!0

◆期　日　平成22年７月２日（金）午前10時～正午
◆場　所　町立公民館　小ホール
◆対　象　０歳～就学前の子どもと保護者（祖父母の方も大歓迎）

◆参加費　１人100円（おやつ代）
◆申し込み　６月25日（金）までに各地区の子育てメイト、
　　　　　または役場福祉保健課まで　℡62－2111　内線135

子育てメイト夏の親子クラブ「七夕まつり会」

子育て奮闘中の皆さん、子育てメイトと一緒に親子で楽しい一時を過ごしませんか

「平成２２年度町民大学講座」受講生募集

　教育委員会では、町民の皆さんの生きがいや潤いのある
生活を目指し、町民大学講座を開催しています。
対　　象　町内居住の成人
受 講 料　無料（ただし、教材購入費・見学料などが必要な場合は自己負担となります）

問い合わせ先　教育委員会教育課　TEL62－7965　FAX62－2114
募　　集　事前申し込み不要です。当日会場へおこしください。

（初めて受講される方については、当日の受付にて住所、氏名などを伺います）

　　合同開講式・記念講演
日時　平成22年６月24日（木）13：30～15：00(受付13：00～)
場所　町立公民館　１階　小ホール
講師　佐藤　千恵子 氏（八戸短期大学ライフデザイン学科　准教授）
演題　生活習慣病の予防 －「からだ」に効果的な食の進め方
　　　※筆記用具（できればサインペン）をご用意ください。

送迎バスを用意しますのでご利用ください。
◆上市川中央バス停　12：15発　◆志戸岸交差点　12：45発

◆浅 田 支 所　12：55発　◆倉 石 診 療 所　13：10発

（備考）次回以降の講座内容は、開講式の時にお知らせします。

第４２回 町 民 登 山 募 集

開 催 日　平成22年７月４日（日）
登山場所　岩手県　三ツ石山（1,466ｍ）
募集対象　五戸町に在住または勤務し、体力・

健康に自信がある高校生以上の方
募集人員　45人  ※定員を超えた場合は抽選を行います。
参加費用　2,000円（登山当日にいただきます）
申し込み期間　６月２日（水）～６月９日（水）
　　　　　午前９時～午後５時まで
申し込み場所　役場教育課、町立公民館、
　　　　　川内・浅田・倉石各支所
　　　　　（土・日曜日は受け付けておりません）
注意事項　グループでの申し込みは、１グ

ループ３人まで。ただし、個人
での申し込みと重複した場合は
どちらも無効となります。抽選
になった場合は１グループ で
１件の取り扱いになります。

問い合わせ先　教育委員会教育課 社会教育班
℡62-2111内線517

（川内中学校前･切谷内下バス停経由） （豊間内コミセン経由）

（倉石支所前･小渡平公園前バス停経由）

講座内容　第１回

育
児

子
ど
も
手
当
現
況
届

児

童

扶

養

手

当

特
別
児
童
扶
養
手
当

情報ステーション

　
子
ど
も
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
６
月
中
に
「
子
ど
も
手
当
現
況

届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に

お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
子
ど
も

手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
を

満
た
し
て
い
る
か
な
ど
を
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
た
だ
し
、
本
年
４
月
・
５
月
に

「
子
ど
も
手
当
新
規
認
定
請
求
書
」、

「
額
改
定
認
定
請
求
書
」
の
届
出

を
し
た
方
に
つ
い
て
は
、
こ
の
届

出
を
不
要
と
す
る
予
定
で
す
。
提

出
が
必
要
な
方
へ
は
、
役
場
福
祉

保
健
課
よ
り
案
内
を
送
付
い
た
し

ま
す
の
で
、
案
内
が
届
い
た
方
は

必
ず
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
手
当
の
創
設
に
伴
う
届

出
が
必
要
な
方
で
、
ま
だ
届
出
が

済
ん
で
な
い
方
は
、
９
月
30
日
ま

で
に
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
出
生
や
婚
姻
な
ど
に
よ
る
通
常

の
子
ど
も
手
当
の
届
出
は
、
随
時

15
日
以
内
の
届
出
が
必
要
で
す
。

□問
役
場
福
祉
保
健
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
１
３
９

●
児
童
扶
養
手
当

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
18

歳
未
満
の
児
童
を
監
護
し
て
い

る
母
ま
た
は
養
育
者
は
児
童
扶

養
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

○
支
給
要
件（
該
当
後
５
年
以
内
）

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た

児
童

・
父
が
死
亡
ま
た
は
生
死
不
明
の

児
童

・
父
が
重
度
の
障
が
い
の
状
態
に

あ
る
児
童

・
父
が
１
年
以
上
拘
禁
、
ま
た
は

父
か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

い
る
児
童
な
ど

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

精
神
ま
た
は
身
体
に
障
が
い
（
１

級
お
よ
び
２
級
に
該
当
）
を
有

す
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
監
護

お
よ
び
養
育
し
て
い
る
方
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
に
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
愛
護
手
帳
を
お
持
ち
の
場
合

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

○
支
給
要
件

・
障
が
い
児
の
父
ま
た
は
母
が
そ

の
障
が
い
児
を
監
護
し
て
い
る

・
父
母
が
な
い
か
父
母
が
監
護
し

な
い
場
合
で
、
父
母
以
外
の
方

が
養
育
し
て
い
る

※
児
童
扶
養
手
当
お
よ
び
特
別
扶

養
手
当
は
、
児
童
が
施
設
に
入

所
し
て
い
る
、
一
定
の
所
得
を

越
え
る
、
公
的
年
金
を
受
給
し

て
い
る
な
ど
の
場
合
に
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

□問
役
場
福
祉
保
健
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
１
３
９



６月は土砂災害防止月間です

!1

　国土交通省と青森県では、毎年６月
１日から30日までを「土砂災害防止月
間」と位置付け、本格的な豪雨の時期
を前に土砂災害による被害防止に向け
て防災・広報活動を実施しています。
正しい危機意識と早期避難で土砂災害
被害ゼロを目指しましょう。
□問  青森県 河川砂防課 ℡ 017－734－9670
http://www.pref.aomori.lg.jp/kotsu/build/H22doshagekkan.html

お

知
ら
せ

ドクターカーは「緊急自動車」です。運行にご協力をお願いします。

　八戸圏域定住自立圏の事業により、ドクターカーの運行を開始
しました。
　ドクターカーは八戸市民病院に常駐し、緊急出動時には医師が
救急現場へ直行します。赤色灯をつけ、サイレンを鳴らして走行
しますので、ドライバーの皆さんは、消防車や救急車と同様に
道を譲るようお願いします。
□問 八戸市立市民病院　℡７２－５１１８

融

資

の

ご

案

内

子
育
て
マ
マ
＆
パ
パ
の

「
絵
本
の
へ
や
」

住
民
票
・
戸
籍
関
係
の
証
明
書

申
請
時
の
本
人
確
認
に
つ
い
て

農
業
機
械
利
用
技
能
者

育
成
研
修
　
　
　
　
　

次
世
代
育
成
支
援
後
期
行
動

計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

情報ステーション

　
絵
本
と
楽
し
い
会
話
で
ゆ
っ
た

り
と
し
た
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
せ

ん
か
？

●
日
　
時
　
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

※
休
館
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

●
場
　
所
　
町
図
書
館

●
対
　
象
　
０
才
か
ら
就
園
前
の

　
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者

※
参
加
料
無
料
、
申
し
込
み
不
要

□問
町
図
書
館
　
℡
61 

│ 

１
０
４
０

　
住
民
課
窓
口
で
は
平
成
20
年
５

月
の
法
律
改
正
に
伴
い
、
本
人
確

認
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
個
人
情
報
の
保
護
を
徹
底
し
、

「
偽
り
」
や
「
な
り
す
ま
し
」
な

ど
に
よ
る
証
明
書
の
不
正
取
得
を

防
止
す
る
た
め
で
す
。

●
本
人
が
請
求
す
る
際
に
持
参
す

る
も
の

①
１
種
類
で
確
認
で
き
る
も
の

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
な
ど
の
公
的
機
関
が
発
行
し

た
も
の

②
２
種
類
以
上
で
確
認
で
き
る
も
の

健
康
保
険
証
、
本
人
氏
名
入
り

の
カ
ー
ド
な
ど
本
人
だ
け
が
持

っ
て
い
る
も
の

●
代
理
人
が
請
求
す
る
際
に
持
参

す
る
も
の

依
頼
し
た
方
か
ら
の
委
任
状
と
、

上
記
①
か
②
の
代
理
人
を
確
認

で
き
る
も
の

□問
役
場
住
民
課
℡
62 

│ 

２
１
１
１

　
内
線
１
１
２
、
１
１
３

　
18
歳
以
上
の
農
業
者
、
農
業
後

継
者
な
ど
を
対
象
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町
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世
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援
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画
を
策
定
し
て
い

ま
す
。
計
画
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祉
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３
・
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○
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業
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性
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・
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証
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以
内
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据
置
１

年
以
内
）

・
貸
付
利
率
　
３
・
５
％
以
内
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証
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町 の 人 口

（前月対比） 

　男　  ９，４８３人　（－２１）

　女　１０，１９４人　（－３３）

総人口１９，６７７人　（－５４）

世帯数１６，９９１世帯（＋１１）

平成22年５月１日現在
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広
報

ひばり野公園と小渡平公園を主会場にスポーツ大会＆各種イベントが開催されました
春季スポーツまつり＆春まつり
ひばり野公園と小渡平公園を主会場にスポーツ大会＆各種イベントが開催されました



《お申込み方法》（１）農作業体験内容については、上記計画一覧をご覧ください。（２）実施日の１週間前までに、下記（五戸町観光協会）にお申し込みください。
（３）体験は現地集合、現地解散となっています。申し込み後、当日準備するものと詳細をお知らせします。（４）体験料は当日頂きます。

ごのへグリーン・ツーリズム
してみませんか？

◆自然の緑で、心を癒やしながら農業体験できます。
昔ながらの郷土料理作りも、学びながら体験でき
ます。

ごのへグリーン・ツーリズム体験メニューごのへグリーン・ツーリズム体験メニュー
青森ごのへグリーン・ツーリズム研究会

＜問い合わせ先＞五戸町役場　農林課
〒０３９－１５１３　青森県三戸郡五戸町字古舘２１－１

ＴＥＬ ０１７８－６２－２１１１（内線２６４）※７日前まで要予約

＜申込先＞ 五戸町観光協会ＴＥＬ：０１７８－６２－７１５５  ＦＡＸ：０１７８－６２－７１６０　〒０３９－１５４８ 五戸町字新町２４－１

⑮ 漆戸リンゴ園（漆戸　　亨）ＴＥＬ・ＦＡＸ：０１７８－７７－３０３３  五戸町大字倉石又重字前平１９

⑭ むかいやま（向山　貫悦）ＴＥＬ・ＦＡＸ：０１７８－７７－２５５４  五戸町大字倉石石沢字中道２２－２

⑬ 夢　　　　屋（浦屋敷節男）ＴＥＬ・ＦＡＸ：０１７８－７７－２７９１  五戸町大字倉石中市字浦田３５

⑫ つきの木荘（小村　喜幸）ＴＥＬ・ＦＡＸ：０１７８－７７－２５６７  五戸町大字倉石石沢字槍沢３５－４０農　家　民　泊
１人７，０００円（１泊２食）農作業体験付き

☆農作業体験内容は、季節、受入農家の農業経営により
　異なりますので、ご希望がある場合はご相談ください。
☆上記体験メニューとの組み合わせも可能です。
☆１軒当たりの宿泊可能人数は４人です。１部屋になり
　ます。

農家民泊（なべっこだんご作り） 裂き織り体験 ハチミツ採取 アップルパイ作り

テ　ー　マ

①
小 物 作 り 体 験

②
裂 き 織 り 体 験

③
リンゴジュース
製造ライン見学

④
アップルパイ作り
体験

⑤
みんなで蜂屋さん

⑥
コルトサクランボ
もぎ取り体験

⑦
玉ねぎ収穫体験

⑧
梅を活か酢体験

⑨
アピオス花摘み
体験

⑩
シソの葉採り体験

⑪
シソの実採り体験

開　催　日　時

通年（水曜日休み）
１１時～１４時

通年（平日のみ）
９時３０分～１２時

通年（土・日・祝祭日年末
年始を除く）

９時～１２時

通年
１３時～１５時

６月２０日（日）
１３時～１５時

６月２７日（日）
１３時３０分～１５時

７月１日（木）
９時３０分～１２時

７月２５日（日）
１０時～１２時

８月８日（日）
１１時～

８月２２日（日）
９時～１１時

９月２１日（火）
～１０月上旬
９時３０分～１４時

体験場所

五戸町
ジョアン

五戸町
移山寮

２，５００円

１，０００円

３００円

２，０００円

１，５００円

１，０００円

５００円

１，５００円

１，５００円

１，０００円

５００円
五戸町
移山寮

五戸町
石沢地区

五戸町
又重地区

五戸町
中市地区

五戸町
移山寮

五戸町
中市地区

五戸町
大学沢地区

五戸町
カマラードの家

五戸町
㈱倉石地域
振興公社

料　　金 体　　験　　先

古民家ギャラリージョアン（丸屋　米子）
ＴＥＬ：０１７８－６２－５２０９　ＦＡＸ：０１７８－６２－３３４３
〒０３９－１５２４　五戸町大字豊間内字地蔵平１５－２１４
http://www.g－ joan.com/

移山寮（大西　祐子）
ＴＥＬ：０１７８－６２－６５００　ＦＡＸ：０１７８－６２－４９９６
〒０３９－１５４５　五戸町字正場沢長根２０－１

石ケ森　和子
ＴＥＬ・ＦＡＸ：０１７８－７７－２１２７
〒０３９－１７０１　五戸町大字倉石石沢字蟹沢３６

竹洞　雍子
ＴＥＬ・ＦＡＸ：０１７８－７７－２９３２　携帯：０９０－５８３５－７４２３
〒０３９－１７０３　五戸町大字倉石又重字山田９８－１
E－Mail：info@camarada－house.com

志村　たえ
ＴＥＬ・ＦＡＸ：０１７８－７７－２７３１
〒０３９－１７０２　五戸町大字倉石中市字向平１５

移山寮（大西　祐子）
ＴＥＬ：０１７８－６２－６５００　ＦＡＸ：０１７８－６２－４９９６
〒０３９－１５４５　五戸町字正場沢長根２０－１

手倉森観光農園（手倉森　一）
ＴＥＬ・ＦＡＸ：０１７８－７７－２３３２　携帯：０９０－４０４６－９１６２
〒０３９－１７０２　五戸町大字倉石中市字八盃久保５１－３８

鳥谷部　栄作
ＴＥＬ：０１７８－６２－２３８３
〒０３９－１５０４　五戸町字兎内２０

カマラードの家（代表  竹洞　雍子）
ＴＥＬ・ＦＡＸ：０１７８－７７－３９２９　携帯：０９０－５８３５－７４２３
〒０３９－１７０３　五戸町大字倉石又重字下モ平４３－２
E－Mail：info@camarada－house.com

㈱倉石地域振興公社
ＴＥＬ：０１７８－７７－３１３１　ＦＡＸ：０１７８－７７－３１３３
〒０３９－１７０１　五戸町大字倉石石沢字下雨原平９９

移山寮（大西　祐子）
ＴＥＬ：０１７８－６２－６５００　ＦＡＸ：０１７８－６２－４９９６
〒０３９－１５４５　五戸町字正場沢長根２０－１

内　　　　　容

小物作り（ランチ付）
（１日５人以上）

午前中はシソの実を収穫、午後
はシソジュース作り�
昼食（軽食）付（先着１０人）

梅干し作り用のシソの葉を収穫
し、漬け方を学ぶ

アピオス（マメ科の芋）の花摘み
体験
郷土料理付

梅もぎ・シソの葉採り・梅漬け
作り

玉ねぎ収穫体験
昼食（軽食）付（先着１０人）

コルトサクランボ収穫・ジャム
作り体験

ハチミツ採取・ロウソク作り体験
（雨天中止）
お土産　５００ｇ付

紅玉りんごを使用したアップル
パイを手作り�
（１回１０人以上１５人まで）

リンゴジュースの製造工程を見学
（リンゴジュースのお土産付き）

裂き織りでテーブルセンター作り
時間の合間に農場見学ができます。
２週間前までに予約必要（１日４人まで）

い すか

さ お りき



● ３か月児健康診査（２２年２月生）

日 記念日等 行　　事　　等

１

２

３

４

５

６

７

８

水

木

火

水

水

木

火

月

金

土

金

土

日

火

月

日

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

● 人権相談 13：30～16：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

 9：30～11：30 町立公民館

　 ６か月児健康相談（２１年１０・１１月生）

 9：30～11：30 浅水活性化センター● トコトコ教室（浅田地区）

● ＢＣＧ接種 12：20～12：45受付 総合病院

17

18

19

20

21

22

23

24

金

土

日

金

土

25

26

27

28

29

30

木

火

月

日

火

月

水

水

木

記念日等日 行　　事　　等

高齢者交通安全の日

県民交通安全の日

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

　 ６か月児健康相談（２１年１０・１１月生）12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● 絵本のへや 町図書館10：30～12：00

● おはなし会 町図書館

● 三戸郡総合体育大会 主会場：階上町

● 三戸郡総合体育大会

● 古文書解読講習会

主会場：階上町

14：00～15：00

町図書館10：00～11：30

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111

２０１０年

平成２２年
月月６６

電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間

月　間　メ　モ

時の記念日

世界環境デー

父の日�
家庭の日

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

13：30～16：00 倉石温泉● 行政相談
● 献血

● トコトコ教室（旧町内地区）

 9：30～11：30 瑞穂館● トコトコ教室（川内地区）

● トコトコ教室（豊間内地区）  9：30～11：30 豊間内コミュニティセンター

今月の納期

納期限６月３０日（水）

町県民税 第１期

６月は環境月間です！
北海道・青森県・岩手県・秋田県

環境月間における共同行動

テレビ・ゲーム・パソコンを
消して読書・読み聞かせに
取り組もう！

シートベルト・チャイルドシート
着用強調月間　６月１日～６月３０日

締めたかな　後ろの席も　シートベルト

献血
ご協力ください！！ 「ブラット君」

９：３０～１１：１０　薬王堂　五戸店

１２：００～１３：００　東北メディカル学院

１４：３０～１６：００　五戸総合病院

６月１１日（金）

平成２１年分所得証明書

平成２２年度課税証明書

　発行開始　６／１～役場税務課・各支所

子ども手当現況届提出期間

　６／１～６／３０　役場福祉保健課・各支所

● ポリオ予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

● 麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

● 移動図書館巡回日 川内・浅田・倉石地区巡回 9：00～14：00

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課
● 町民大学講座合同開講式・記念講演 13：30～15：00 町立公民館

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：45受付 総合病院

● 絵本のへや 町図書館10：30～12：00

● 倉石牛焼肉の日 夢の森ハイランド10：00～15：00

● 行政相談 町立公民館13：30～16：00

　 ３歳児健康診査（１９年２・３月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

上記参照

１ すべての座席のシートベルト着用が
義務化されたことの周知と着用の
徹底

２ チャイルドシートの使用と座席へ
の正しい取付けの徹底

運
動
の
重
点

※６/１に予定していた６か月児健康相談は６/４に変更になりました

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：45受付 総合病院

※６/１１に予定していた３か月児健康診査は５/１４に変更になりました



● ３か月児健康診査（２２年２月生）
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● 人権相談 13：30～16：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

 9：30～11：30 町立公民館

　 ６か月児健康相談（２１年１０・１１月生）

 9：30～11：30 浅水活性化センター● トコトコ教室（浅田地区）

● ＢＣＧ接種 12：20～12：45受付 総合病院
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記念日等日 行　　事　　等

高齢者交通安全の日

県民交通安全の日

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

　 ６か月児健康相談（２１年１０・１１月生）12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● 絵本のへや 町図書館10：30～12：00

● おはなし会 町図書館

● 三戸郡総合体育大会 主会場：階上町

● 三戸郡総合体育大会

● 古文書解読講習会

主会場：階上町

14：00～15：00

町図書館10：00～11：30

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111
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13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

13：30～16：00 倉石温泉● 行政相談
● 献血

● トコトコ教室（旧町内地区）

 9：30～11：30 瑞穂館● トコトコ教室（川内地区）

● トコトコ教室（豊間内地区）  9：30～11：30 豊間内コミュニティセンター

今月の納期

納期限６月３０日（水）

町県民税 第１期

６月は環境月間です！
北海道・青森県・岩手県・秋田県
環境月間における共同行動

テレビ・ゲーム・パソコンを
消して読書・読み聞かせに
取り組もう！

シートベルト・チャイルドシート
着用強調月間　６月１日～６月３０日

締めたかな　後ろの席も　シートベルト

献血
ご協力ください！！ 「ブラット君」

９：３０～１１：１０　薬王堂　五戸店

１２：００～１３：００　東北メディカル学院

１４：３０～１６：００　五戸総合病院

６月１１日（金）

平成２１年分所得証明書

平成２２年度課税証明書

　発行開始　６／１～役場税務課・各支所

子ども手当現況届提出期間

　６／１～６／３０　役場福祉保健課・各支所

● ポリオ予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

● 麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

● 移動図書館巡回日 川内・浅田・倉石地区巡回 9：00～14：00

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場福祉保健課
● 町民大学講座合同開講式・記念講演 13：30～15：00 町立公民館

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：45受付 総合病院

● 絵本のへや 町図書館10：30～12：00

● 倉石牛焼肉の日 夢の森ハイランド10：00～15：00

● 行政相談 町立公民館13：30～16：00

　 ３歳児健康診査（１９年２・３月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

上記参照

１ すべての座席のシートベルト着用が
義務化されたことの周知と着用の
徹底

２ チャイルドシートの使用と座席へ
の正しい取付けの徹底

運
動
の
重
点

※６/１に予定していた６か月児健康相談は６/４に変更になりました

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：45受付 総合病院

※６/１１に予定していた３か月児健康診査は５/１４に変更になりました



● ３か月児健康診査（２２年３月生）

● 三種混合　　　　　　予防接種

日 記念日等 行　　事　　等

月　間　メ　モ

１
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３

４

５

６

７
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月
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火
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１１

１２

１３
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２０１０年

平成２２年
７月

「愛の血液助け合い運動」月間

社会を明るくする運動全国強調月間

13：00～15：00 役場福祉保健課

● ＢＣＧ接種

●１０か月児健康相談（２１年８・９月生）

県民交通安全の日

高齢者交通安全の日

● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

● 子育てメイト「七夕まつり会」 10：00～12：00

13：00～15：30

町立公民館小ホール

13：00～15：00 役場福祉保健課● みんなの保健室（健康相談）

 8：45～11：00受付 南部町総合保健福祉センターゆとりあ● 身体障がい者巡回診査および更生相談（肢体不自由）

 8：45～11：00受付 八戸市福祉体育館● 身体障がい者巡回診査および更生相談（肢体不自由）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00 町立公民館

12：30～12：50受付 旧地域保健センター

12：20～12：45受付 総合病院

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● 麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：45受付 総合病院

● 移動図書館巡回日 川内・浅田・倉石地区巡回 9：00～14：00

● みんなの保健室（健康相談） 役場福祉保健課13：00～15：00

● 田植え・田ノ草取り唄と踊り 代官所前14：00～

● 行政相談 倉石温泉13：30～16：00

● トコトコ教室（旧町内地区） 町立公民館
12：30～12：50受付
 9：30～11：30

● トコトコ教室（浅田地区） 浅水活性化センター 9：30～11：30

旧地域保健センター

● おはなし会 14：00～15：00 町図書館

● 古文書解読講習会 10：00～11：30 町図書館

● トコトコ教室（川内地区）  9：30～11：30 瑞穂館

● 絵本のへや 10：30～12：00 町図書館

● お日様キャラバン　演劇「お日様の匂い」上演
（自殺防止市町村演劇キャラバン　弘前劇場）

町立公民館

● 五戸町民登山 岩手県　三ツ石山

ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：45受付 総合病院


